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美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

【写真】みんなにっこり小代小学校1年生の子どもたち



合
併
後
50
日
以
内
に
行
わ
れ
る
設
置
選
挙
に
よ
る
香

美
町
長
選
挙
が
5
月
10
日
告
示
さ
れ
、
旧
香
住
町
長
の

藤
原
久
嗣
氏
（
65
歳
、
香
住
区
浦
上
）
が
無
投
票
で
当

選
。
初
代
香
美
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

初登庁で職員から花束を受け取る藤原新町長

藤
原
新
町
長
は
、
5
月
16
日
、
当
選
証
書
を
受
け
取
っ
た

後
、
職
員
の
出
迎
え
る
中
、
香
美
町
役
場
へ
初
登
庁
。

職
員
か
ら
歓
迎
の
花
束
を
受
け
取
り
、
職
員
集
会
を
兼
ね

た
就
任
式
に
臨
み
ま
し
た
。

就
任
式
で
は
職
員
に
対
し
て
、「
住
民
の
目
線
に
立
ち
、

幅
広
い
視
野
で
業
務
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
。
新
し
い

ま
ち
に
な
っ
た
の
で
、
町

民
の
一
体
感
の
醸
成
と
均

衡
あ
る
発
展
に
向
け
て
、

前
例
を
踏
襲
す
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
発
想
で
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。

藤
原
町
政
の
執
行
体
制
決
ま
る

ー
助
役
に
岩
槻
健
氏

教
育
長
に
清
水
忠
氏
ー

岩
槻
氏
は
昭
和
8
年
2
月
、
村
岡
区

和
田
生
ま
れ
。
昭
和
32
年
に
美
方
町
役

場
に
採
用
さ
れ
、
境
界
変
更
か
ら
昭
和

36
年
に
村
岡
町
役
場
へ
勤
務
。
総
務
課

長
、
収
入
役
、
助
役
な
ど
を
歴
任
。
平

成
6
年
7
月
に
村
岡
町
長
に
初
当
選
、

平
成
17
年
3
月
ま
で
同
職
。
美
方
町
・

村
岡
町
・
香
住
町
合
併
協
議
会
長
と
し

て
3
町
合
併
の
先
頭
に
立
ち
、
平
成
17

年
4
月
1
日
か
ら
5
月
14
日
ま
で
、
香

美
町
長
職
務
執
行
者
を
務
め
ま
し
た
。

初
代
香
美
町
長
に
藤
原
久
嗣
氏

新
生
「
香
美
町
」
の
か
じ
取
り
役

〜
〜
藤
原
久
嗣
氏
　
略
歴
〜
〜

昭
和
15
年
1
月
、
香
住
区
浦
上
生
ま
れ
。

兵
庫
県
立
豊
岡
農
業
高
校
卒
業
後
、
郵
便
局
勤
務
を
経
て
、

昭
和
40
年
、
兵
庫
県
に
入
庁
。
西
播
磨
県
民
局
長
、
農
林
水

産
部
長
、
人
事
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
、
平
成
11
年
3

月
、
兵
庫
県
を
退
職
。

平
成
14
年
7
月
、
香
住
町
長
に
就
任
、
平
成
17
年
3
月
ま

で
同
職
。

2

5
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会

で
、
香
美
町
長
職
務
執
行
者
を
務
め
た

岩
槻
健
氏
（
72
歳
、
村
岡
区
福
岡
）
が

初
代
助
役
に
、
5
月
31
日
に
開
催
さ
れ

た
教
育
委
員
会
で
、
香
美
町
暫
定
教
育

長
を
務
め
た
清
水
忠
ち
ゅ
う
氏
（
64
歳
、
香
住

区
三
谷
）
が
初
代
教
育
長
に
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

初代助役
岩槻　健氏

就任式で職員を前に訓示



6
月
に
入
り
山
々
の
新
緑
は
そ
の
濃
さ
を
増
し
、

夏
き
ざ
す
海
か
ら
の
風
も
す
が
す
が
し
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
生
「
香
美
町
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
2
カ
月
、

私
も
5
月
16
日
付
で
初
代
香
美
町
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

町
長
に
就
任
し
て
2
週
間
余
、
助
役
を
は
じ
め

執
行
体
制
も
整
い
、
改
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
香
美
町
」
は
、
氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公

園
の
北
部
に
位
置
す
る
山
の
ま
ち
小
代
区
・
村
岡

区
と
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
中
心
部
に
位
置
す

る
海
の
ま
ち
香
住
区
か
ら
な
り
、
そ
の
中
を
35
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
清
流
矢
田
川
が
流
れ
る
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

さ
ら
に
、
但
馬
牛
、
松
葉
ガ
ニ
と
い
っ
た
代
表

的
な
特
産
物
も
有
す
る
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
多
彩
な
資
源
を
最
大
限

生
か
し
て
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
3
、
0
0
0
人
の
町
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
な
ら

ば
、
き
っ
と
ほ
か
の
ま
ち
に
は
な
い
素
晴
ら
し
い

ま
ち
、
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
も

の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

私
は
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
“
美
し
い
山
・

川
・
海
　
人
が
躍
動
す
る
　
交
流
と
共
生
の
ま
ち
”

を
目
標
に
、
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
「
香
美
町
」

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
し
、
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
6
月香

美
町
長
　

町長就任にあたって

山
の
ま
ち
と
海
の
ま
ち
と
の
特
色
を
生
か
し
て

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
「
香
美
町
」
を

山
の
ま
ち
と
海
の
ま
ち
と
の
特
色
を
生
か
し
て

キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
「
香
美
町
」
を

清
水
氏
は
昭
和
15
年
8
月
、
香
住
区

三
谷
生
ま
れ
。
昭
和
38
年
の
大
阪
福
島

商
業
高
等
学
校
を
皮
切
り
に
但
馬
管
内

の
中
学
校
に
勤
務
。
出
石
中
学
校
長
、

小
代
中
学
校
長
、
香
住
第
二
中
学
校
長

を
歴
任
。
そ
の
後
、
香
住
町
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
14
年
8

月
、
香
住
町
教
育
長
に
就
任
。
平
成
17

年
4
月
1
日
か
ら
は
、
香
美
町
暫
定
教

育
長
を
務
め
ま
し
た
。

収
入
役
は
設
置
せ
ず

〜
岩
槻
助
役
が
兼
務
〜

5
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会

で
「
収
入
役
を
置
か
な
い
条
例
」
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

3
町
合
併
協
議
の
段
階
で
は
、
香
美

町
発
足
当
初
は
収
入
役
を
置
い
て
、
町
の

会
計
業
務
を
担
当
す
る
予
定
で
し
た
が
、

藤
原
町
長
は
行
財
政
改
革
の
観
点
か
ら
、

経
費
節
減
の
た
め
特
別
職
で
あ
る
収
入
役

は
置
か
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

合
併
前
の
旧
3
町
で
は
、
美
方
町
が

収
入
役
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
香
住

町
は
昭
和
42
年
か
ら
、
村
岡
町
は
平
成

15
年
か
ら
は
助
役
が
収
入
役
の
事
務
を

兼
務
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
香
美
町
収
入
役
の
事
務
は
、

岩
槻
助
役
が
兼
務
し
ま
す
。

3

初代教育長
清水　忠氏
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香
美
町
の
ス
タ
ー
ト
を
担
う

20
人
の
議
員
が
誕
生

【香住区選挙区】
浜上　勇人（43歳、下浜）
森　　利秋（57歳、一日市）
今西　美憲（67歳、上計）
寺川　秀志（55歳、香住）
小林　利明（62歳、香住）
柴田幸一郎（70歳、大野）
西川　誠一（49歳、若松）
後垣　晶一（61歳、大谷）
橘　　秀夫（61歳、香住）
川端　政明（62歳、下浜）
上田　勝幸（62歳、香住）

【村岡区選挙区】

岡田　公男（61歳、口大谷）
山本　賢司（52歳、作山）
白岩安喜夫（71歳、福岡）
西坂　秀美（61歳、山田）
長瀬　幸夫（66歳、村岡）
西村　伸一（57歳、萩山）

【小代区選挙区】
田　範明（45歳、大谷）
前垣　憲一（63歳、茅野）
吉田　増夫（58歳、秋岡）

香
美
町
で
は
、
合
併
前
の
旧
町

の
町
議
会
議
員
が
合
併
後
も
一
定

期
間
議
員
と
し
て
在
職
す
る
「
議

員
特
例
」
を
採
用
し
な
か
っ
た
た

め
、
旧
町
の
町
議
会
議
員
は
3
月

31
日
を
も
っ
て
全
員
が
失
職
し
ま

し
た
。

今
回
の
選
挙
は
合
併
後
50
日
以

内
に
行
わ
れ
る
設
置
選
挙
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
当
町
で
は
今
回
の

選
挙
に
限
り
、
旧
3
町
の
区
域
を

そ
れ
ぞ
れ
選
挙
区
と
す
る
選
挙
区

制
度
を
設
け
ま
し
た
。

5
月
10
日
の
告
示
日
に
は
、
香

住
区
選
挙
区
に
12
人（
定
数
11
人
）、

村
岡
区
選
挙
区
に
11
人
（
定
数
6

人
）、
小
代
区
選
挙
区
に
5
人
（
定

数
3
人
）
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

5
月
15
日
、
投
票
・
開
票
が
行

わ
れ
、
第
1
期
の
町
議
会
議
員
20

人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
の
投
票
率
は
、
町

全
体
で
83
・
22
％
、
各
選
挙
区
単

位
で
は
香
住
区
80
・
25
％
、
村
岡

区
86
・
74
％
、
小
代
区
89
・
29
％

で
し
た
。

5
月
27
日
、
30
日
に
は
新
町
発

足
後
初
め
て
の
議
会
と
な
る
臨
時

議
会
が
開
か
れ
、
議
会
構
成
や
人

事
案
件
、
暫
定
予
算
や
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
、
初
代
議
長
に
は

橘
秀
夫
氏
、
副
議
長
に
は
　
田
範

明
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
総
務
常
任
委
員
長
に
森

利
秋
氏
、
産
業
建
設
常
任
委
員
長

に
後
垣
晶
一
氏
、
文
教
民
生
常
任

委
員
長
に
上
田
勝
幸
氏
、
議
会
運

営
委
員
長
に
今
西
美
憲
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
町
発
足
に
伴
う
香
美
町
議
会
議
員
選
挙
が
、
5
月
15

日
に
行
わ
れ
、
香
美
町
の
ス
タ
ー
ト
担
う
20
人
の
議
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
27
日
、
30
日
に
は
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、

議
会
構
成
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

香美町議会議員
（各選挙区とも届出順、敬称略）

〜
初
代
議
長
に
橘
秀
夫
氏
、
副
議
長
に
　
田
範
明
氏
〜

新町発足後、初の議会となった
5月27日の臨時議会

初代議長に就任した橘秀夫氏（右）
と副議長の　田範明氏

第1期香美町議会議員の皆さん
前列左から、白岩議員、柴田議員、今西議員、長瀬議員、前垣議員、小林議員
中列左から上田議員、川端議員、後垣議員、橘議長、岡田議員、西坂議員、吉田（増）議員、浜上議員
後列左から森議員、西村議員、寺川議員、山本議員、西川議員、 田（範）副議長
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�
相
談
内
容

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
に

つ
い
て

�
人
権
擁
護
委
員

綿
本
幸
一
さ
ん
（
香
住
区
訓
谷
）

石
部
賢
應
さ
ん
（
香
住
区
小
原
）

畑
中
清
司
さ
ん（
香
住
区
一
日
市
）

田
中
基
彦
さ
ん
（
村
岡
区
村
岡
）

松
岡
泰
子
さ
ん
（
村
岡
区
入
江
）

西
村
計
一
さ
ん
（
村
岡
区
日
影
）

山
本
治
平
さ
ん
（
小
代
区
忠
宮
）

長
野
加
代
子
さ
ん（
小
代
区
城
山
）

水
間
忠
一
さ
ん（
小
代
区
鍛
治
屋
）

�
相
談
日
・
会
場
（
都
合
の
よ
い

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

・
香
住
区
…
毎
月
第
2
火
曜
日

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
毎
月
1
回
水
曜
日

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
毎
月
第
3
水
曜
日

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
こ
い
の
里
」

�
問
い
合
わ
せ
先

各
人
権
擁
護
委
員

役
場
健
康
福
祉
部
人
権
推
進
室

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

�
相
談
内
容

国
、
特
殊
法
人
、
県
、
町
な
ど

の
仕
事
の
中
で
、
苦
情
、
困
っ
て

い
る
、
要
望
、
措
置
に
納
得
が
い

か
な
い
な
ど
の
不
満
や
相
談

�
行
政
相
談
委
員

米
田
稔
さ
ん
（
香
住
区
隼
人
）

小
林
久
倫
さ
ん
（
村
岡
区
神
坂
）

邊
見
昭
典
さ
ん
（
小
代
区
大
谷
）

�
相
談
日

・
香
住
区
…
毎
月
第
2
火
曜
日

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
2
カ
月
に
1
回
水
曜
日

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
毎
月
第
1
、第
3
水
曜
日

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
こ
い
の
里
」

�
問
い
合
わ
せ
先

各
行
政
相
談
委
員

役
場
総
務
部
企
画
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

�
相
談
内
容

妊
娠
の
経
過
、
身
体
計
測
を
始

め
、
離
乳
食
の
進
み
具
合
、
子
ど

も
の
発
育
な
ど

�
相
談
員
　
町
の
保
健
師

（
香
住
区
は
保
健
師
、
助
産
師
）

�
相
談
日
・
会
場

・
香
住
区
…
2
カ
月
に
1
回

香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
年
3
回

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
年
3
回

小
代
保
健
セ
ン
タ
ー

�
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

�
相
談
内
容

心
や
体
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

に
対
す
る
相
談

�
相
談
員

豊
岡
病
院
精
神
神
経
科
医
師

（
町
の
保
健
師
の
場
合
あ
り
）

�
相
談
日
・
会
場

・
香
住
区
…
年
9
回

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
村
岡
区
…
年
5
回

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
小
代
区
…
年
5
回

小
代
保
健
セ
ン
タ
ー

�
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

�
相
談
内
容

・
身
体
的
な
虐
待

・
養
育
の
拒
否
・
放
置

・
心
理
的
虐
待

・
性
的
虐
待
　
な
ど

虐
待
を
受
け
た
児
童
を
発
見
し

た
人
は
、
通
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
通
告
の
内
容
や
だ
れ
が
通
告

し
て
き
た
か
と
い
う
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。（
旧
香
住
町
で
実
施
し
て

い
た
「
か
す
み
っ
子
悩
み
相
談
」

は
3
月
で
終
了
し
ま
し
た
）

�
相
談
日
　
随
時

�
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

美
方
健
康
福
祉
事
務
所

�
0
7
9
6
・
92
・
1
8
1
1

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

�
0
7
9
6
・
22
・
4
3
1
4

※
相
談
日
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
予

定
で
す
。
委
員
や
会
場
の
都
合
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

困
っ
た
と
き
は
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ

主
な
相
談
業
務
と
窓
口

行
政
、
生
活
、
育
児
、
健
康
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
悩
み
事
を
お

持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
る
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
退
任
の

山
本
日
和
子
さ
ん
に
感
謝
状

〜
山
本
治
平
さ
ん
、
綿
本
幸
一

さ
ん
に
も
表
彰
〜

2
期
6
年
に
わ
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た

山
本
日
和
子
さ
ん
（
香
住
区
上

計
）
が
、
4
月
30
日
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
任
期
中
の

功
績
に
対
し
て
法
務
大
臣
の
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
山

本
治
平
さ
ん
（
小
代
区
忠
宮
）

と
綿
本
幸
一
さ
ん
（
香
住
区
訓

谷
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
法
務
省
人

権
擁
護
局
長
感
謝
状
と
近
畿
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状を贈られる山本さん

人
権
相
談

行
政
相
談

妊
産
婦
・
乳
幼
児
健
康
相
談

心
と
体
の
相
談

児
童
虐
待
相
談
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完成イメージ図と施設の平面図

香
美
町
の
最
重
点
課
題
事
業

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
）
事
業

合
併
後
の
各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
香
美
町
で
は
最
重
点

課
題
事
業
を
挙
げ
て
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

前
回
は
、
各
区
の
最
重
点
課
題
事
業
の
概
要
と
香
住
区
の
最
重
点
課
題
事

業
で
あ
る
庁
舎
建
設
事
業
（
新
町
本
庁
舎
建
設
事
業
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
村
岡
区
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
福
祉
施
設
整

備
事
業
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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建
設
は
保
健
・
医
療
・
福
祉

ゾ
ー
ン
内
に

村
岡
地
域
局
の
周
辺
に
は
、
公
立

村
岡
病
院
な
ど
医
療
機
関
の
ほ
か
に
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
平
成
3
年
度
開
設
）、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
10

年
度
開
設
）、
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
つ
つ
じ
の
里（
平
成
12
年
度
開
設
）、

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
（
平
成
12
年
度

開
設
）、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
平
成
15
年
度
開
設
）
が
集
中
し
て
整

備
さ
れ
て
い
て
、
村
岡
区
内
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
ゾ
ー
ン
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
予
定
地
も
村
岡
地
域
局
か
ら
蘇
武

ト
ン
ネ
ル
、
神
鍋
方
面
に
約
5
0
0

メ
ー
ト
ル
の
国
道
4
8
2
号
沿
い
に

あ
り
、
ほ
か
の
既
存
施
設
と
の
連
携

を
図
っ
て
、
よ
り
よ
い
福
祉
施
策
が

展
開
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

特別養護老人ホーム建設事業

施
設
の
建
設
と
運
営
は
社
会
福
祉

法
人
み
か
た
こ
ぶ
し
の
里
が
行
い
ま

す
。本

年
の
秋
に
工
事
の
着
工
を
予
定

し
て
お
り
、
長
期
入
所
50
床
、
短
期

入
所
10
床
の
施
設
と
し
て
18
年
度
中

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

施
設
は
平
屋
建
て
（
一
部
地
下
構

造
）
で
、
延
べ
床
面
積
は
約
3
、
5

特別養護老人ホ
ーム建設予定地

村岡地域局

御殿山公園

国道9号

国道4
82号

18
年
度
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す

6
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
敷
地
面
積
は

約
9
、
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

全
室
個
室
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

の
導
入

入
所
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保

し
、
よ
り
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
全
室
個
室
と
な
り
、
10

室
1
ユ
ニ
ッ
ト
で
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に

専
属
の
職
員
が
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
入
所
を
希
望
し
て
い
る
待
機

者
が
多
数
に
の
ぼ
る
中
で
、
施
設
整

備
に
対
す
る
住
民
の
方
々
の
き
わ
め

て
強
い
要
望
が
あ
り
ま
す
。

町
行
政
と
し
て
も
こ
の
事
業
に
財

政
的
支
援
や
用
地
の
無
償
提
供
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
昨
年
10
月
か
ら
各

団
体
の
代
表
者
な
ど
で
高
齢
者
生
き

が
い
基
金
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

整
備
）
促
進
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

8
人
の
委
員
さ
ん
と
事
務
局
が
現
在

も
町
内
外
で
精
力
的
に
寄
付
金
の
募

集
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局：

村
岡
区
中
央
公
民
館
内

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
3
9
）

至神鍋

至八鹿

至鳥取

至板仕野

JAたじま村岡
営農生活センター
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行政トピックス

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

生
計
困
難
者
に
対
す
る

利
用
者
負
担
額
の
減
免
措
置

減
免
を
実
施
す
る
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
行
う
居
宅
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

人
（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）
で
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
人
は
、
次
の
2
種
類
の
減
免
措
置
が

あ
り
ま
す
。

◆
感
度
の
良
い
も
の
を
選
び
ま
し

ょ
う

・
据
置
型
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
と
さ

ま
ざ
ま
な
ラ
ジ
オ
が
あ
り
ま
す

が
、
感
度
は
機
種
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
り
ま
す
。

・
ラ
ジ
オ
が
小
型
化
さ
れ
内
蔵
の

ア
ン
テ
ナ
や
回
路
構
成
も
多
様
化

し
て
、
感
度
が
低
い
も
の
か
ら
高

い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ジ
オ

が
あ
り
ま
す
。

◆
置
き
場
所
で
受
信
状
況
が
悪
く

な
り
ま
す

・
建
物
の
中
で
は
、
一
般
的
に
窓

際
の
方
が
、
受
信
状
況
は
良
く
な

り
ま
す
。

・
ラ
ジ
オ
は
置
く
向
き
で
感
度
が

変
化
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
置
く
向

き
を
変
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
テ

レ
ビ
や
蛍
光
灯
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
、

電
気
器
具
の
近
く
で
は
受
信
状
況

が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら

遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

・
受
信
状
態
が
思
わ
し
く
な
い
と

き
に
は
、
市
販
の
外
部
ア
ン
テ
ナ

を
取
り
付
け
る
と
改
善
で
き
る
場

特
定
地
域
訪
問
介
護
加
算
に
係
る

利
用
者
負
担
額
の
減
免
措
置

【
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
】

1
、
訪
問
介
護

2
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

3
、
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

4
、
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

【
対
象
と
な
る
人
】

1
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
上
限
額
が
最
も

低
い
区
分
に
属
す
る
人

2
、
次
の
全
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

・
前
年
の
世
帯
収
入
（
注
1
）
が
1
0
0
万
円
（
世
帯
員

が
3
人
以
上
の
場
合
は
、
3
人
目
か
ら
1
人
に
つ
き
28
万

円
を
加
算
）
以
下
の
人

・
住
民
税
の
課
さ
れ
て
い
る
人
（
注
2
）
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
、
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
人

・
預
貯
金
額
が
3
5
0
万
円
以
下
の
人

【
減
免
割
合
】

利
用
者
負
担
額
な
ど
の
2
分
の
1

【
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
】

訪
問
介
護

【
対
象
と
な
る
人
】

市
町
村
民
税
本
人
非
課
税
の
人

【
減
免
割
合
】

利
用
者
負
担
額
な
ど
の
10
分
の
1

※
町
内
で
は
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
村
岡
区
・
小
　

代
区
の
事
業
所
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

（
注
1
）
対
象
と
な
る
収
入
に
は
、
非
課
税
年
金
な
ど
全
て

の
収
入
を
含
み
ま
す
。

（
注
2
）
健
康
保
険
で
扶
養
者
と
し
て
も
ら
う
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
経
済
的
援
助
を
含
み
ま
す
。

●問い合わせ先
健康福祉部福祉課介護保険係
（香住地域福祉センター内）

�0796・36・4345
村岡地域局健康福祉課

�0796・94・0321
小代地域局健康福祉課

�0796・97・3111

ラジオを上手に
受信するために
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◆
と
　
き

6
月
21
日
（
火
）

午
後
1
時
〜
5
時
30
分

◆
と
こ
ろ

香
住
区
中
央
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル

（
香
住
区
香
住
）

◆
講
師
と
演
題：

①
『
日
本
海
、
魚
の
お
宿
の
住
み
心

地
は
ー
近
年
の
海
の
変
化
と
水
産
重

要
種
の
資
源
状
況
』

木
下
貴
裕
氏（
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
日
本
海
区
水
産
研
究
所
　
日
本

海
漁
業
資
源
部
評
価
研
究
室
長
）

②
『
昨
今
、「
食
」
事
情
ー
少
子
高
齢

化
と
少
人
数
世
帯
の
増
加
が
も
た
ら

す
も
の
』

波
積
真
理
氏（
熊
本
学
園
大
学
商
学

部
助
教
授
）

③
『
消
費
者
像
の
変
化
と
小
売
が
加

工
メ
ー
カ
ー
に
求
め
る
も
の
』

牛
渡
　
俊
氏
（
生
活
協
同
組
合
連
合

会
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
水
産
部
長
）

④
『
世
界
が
相
手
、
巨
大
な
胃
袋
へ

ア
ク
セ
ス
ー
今
、
輸
出
可
能
な
水
産

物
と
は
？
製
品
の
品
質
・
梱
包
そ
し

て
決
済
は
？
（
中
国
・
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
事
例
）』

早
川
　
徹
氏（
ハ
ヤ
カ
ワ
通
商
有
限

会
社
代
表
取
締
役
）

⑤
『
水
産
加
工
品
の
品
質
劣
化
ー
原

料
の
品
質
と
加
工
品
の
変
色
現
象
ー
』

大
村
裕
治
氏（
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
　
利
用
加
工

部
品
質
管
理
研
究
室
研
究
員
）

⑥
『
漁
獲
後
の
鮮
度
保
持
ー
お
魚
の
品

質
は
船
上
で
の
取
り
扱
い
が
決
め
手
』

福
田
　
裕
氏（
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
利
用
加
工
部

長
）

⑦
『
簡
単
、
便
利
な
お
魚
の
品
質
測

定
技
術
を
め
ざ
し
て
』

岡
崎
恵
美
子
氏（
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
　
利
用
加

工
部
品
質
管
理
研
究
室
長
）

⑧
『
お
魚
の
家
系
と
出
身
地
を
探
れ

ー
表
示
の
実
態
と
進
歩
す
る
原
料
原

産
地
判
別
技
術
』

山
下
倫
明
氏
（
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
　
利
用
加

工
部
食
品
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研

究
室
長
）

⑨
『
何
で
も
相
談
し
て
下
さ
い
、
い

つ
で
も
来
て
下
さ
い
ー
技
術
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
』

森
　
俊
郎
氏
（
兵
庫
県
立
農
林
水

産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
部
長
〈
食
品

加
工
流
通
担
当
〉
主
任
研
究
員
）

来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
先
着

順
で
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
部
商
工
水
産
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

第
５
回
地
域
水
産
加
工
技
術
セ
ミ
ナ
ー

〜
安
全
・
安
心
な
水
産
加
工
品
づ
く
り
の
ま
ち
　
香
住
〜

水
産
庁
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
香
美
町
の
共
催
で
、
第
5
回
地
域
水
産
加
工
技

術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
ご
都
合
の
つ
く
時
間
帯
の
参
加
で
も
結
構
で
す
）

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
公
的
試
験
研
究
機
関
な
ど
が
持
っ
て
い
る
水
産
加
工
の
研
究
成
果

を
水
産
加
工
業
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
、
普
及
す
る
と
と
も
に
、
加
工
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
、
さ
ら
に
今
消
費
者
が
求
め
て
い
る
水
産
加
工
製
品
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
と
し

て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

合
も
あ
り
ま
す
。

◆
受
信
す
る
放
送
局
を
お
選
び
く

だ
さ
い

・
夜
間
は
、
電
波
の
伝
わ
り
方
が

変
わ
り
遠
方
か
ら
電
波
が
届
く
よ

う
に
な
る
の
で
、
外
国
の
放
送
が

混
信
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
混
信
を
受
け
た
場
合
の
受
信
状

態
改
善
の
目
的
で
、
東
京
や
大
阪

な
ど
の
放
送
所
は
大
出
力
で
放
送

し
て
い
ま
す
。
混
信
な
ど
で
聞
き

づ
ら
い
時
は
、
次
の
放
送
局
に
も

ダ
イ
ヤ
ル
を
合
わ
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
ラ
ジ
オ
第
一
は
香
住
局

で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
）

【
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
1
】

大
阪
（
6
6
6
k
H
z
）

香
住
（
1
5
8
4
k
H
z
）

東
京
（
5
9
4
k
H
z
）

福
岡
（
6
1
2
k
H
z
）

【
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
2
】

大
阪
（
8
2
8
k
H
z
）

東
京
（
6
9
3
k
H
z
）

秋
田
（
7
7
4
k
H
z
）

熊
本
（
8
7
3
k
H
z
）

深
夜
は
F
M
放
送
で
も
ラ
ジ
オ

第
1
放
送
と
同
じ
番
組
（
ラ
ジ
オ

深
夜
便
、
午
前
1
時
〜
5
時
）
を

放
送
し
て
い
ま
す
。

F
M
放
送
は
83
・
2
M
H
z

（
香
住
局
）、
84
・
4
M
H
z
（
村

岡
局
）で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

N
H
K
神
戸
放
送
局

�
0
7
8
・
2
5
2
・
5
0
0
0
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行政トピックス

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
6
月
に
「
現
況
届
の
手
続
き
」

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
現
況
届
」
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
や
児
童
の
養
育
状
況
を
確
認

し
て
、
適
正
な
手
当
の
支
給
を
行
う

た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
6

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
役
場
か
ら
送
付

し
ま
す
。
6
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
場
所

・
役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

・
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

・
小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

◆
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
現
況
届

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

（
請
求
者
が
会
社
員
な
ど
で
、
年
金
の

種
類
が
国
民
年
金
以
外
で
あ
る
場
合
）

・
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行

す
る
平
成
17
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
旧
香
住

町
・
旧
村
岡
町
・
旧
美
方
町
に
住
所

が
な
か
っ
た
場
合
）

☆
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
と

お
り
、
5
月
30
日
、
厚
生
労
働
省
か

ら
定
期
の
予
防
接
種
に
お
け
る
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

を
差
し
控
え
る
よ
う
、
勧
告
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
勧
告
を
受
け
て
、
香
美
町
で

も
6
月
以
降
に
予
定
し
て
い
た
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
は
実
施
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
以
降
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
見
て
決
定

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
日
本
脳
炎
の
流
行
地
へ

渡
航
す
る
と
き
や
蚊
に
刺
さ
れ
や
す

い
環
境
に
あ
る
と
き
な
ど
、
日
本
脳

炎
に
感
染
す
る
お
そ
れ
が
高
く
、
本

人
や
保
護
者
が
希
望
す
る
場
合
に
は
、

効
果
・
副
反
応
に
つ
い
て
の
説
明
を

理
解
さ
れ
、
同
意
さ
れ
た
場
合
に
限

り
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
件
に
関
し

て
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
　
　

�
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

日
本
脳
炎
予
防
接
種
中
止
の
お
知
ら
せ

公立香住総合病院からお知らせ

4月から週2回の診療となっていた小児科
について、6月から診療体制が次のとおり
変更されました。

【平日の外来診察】
・受付時間…午前8時～11時30分（初診
は午前11時まで）、午後2時～4時

午後診察は健診や予防注射のある場合、午
後3時からの受付となります。広報などで
お知らせしますが、来院前にご確認のうえ、
お越しください。

【時間外・夜間の救急】
・月曜日と木曜日
・第1金曜日の午後10時～日曜日の午後3
時まで
・第3金曜日の午後10時～日曜日の午後3
時まで
この時間帯以外は、小児科医が不在とな

ります。

午　前

午　後

時間外・夜間
（救急患者のみ）

月

○

○

○

火

○

○

×

水

×

×

×

木

×

○

○

金

○

○

×

小児科の診察時間変更

今後も医師確保に努めますので、ご不便
をおかけしますが、ご理解をお願いします。

■問い合わせ先
公立香住総合病院　�0796・36・1166

耳鼻咽喉科の診察時間変更
7月から耳鼻咽喉科の診察は毎週水曜日

の午後と、金曜日の午前と午後に行います。
【診察時間】

午前
診察

午後
診察

診察
医師

水曜日

休診

午後1時30分
～4時30分

神戸大学

金曜日

午前9時30分
～正午

午後2時～5時

鳥取大学
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香美町職員人事異動（カッコ内は旧職）
【退職】（4月30日付）
谷　鎮礼（公立香住総合病院内科副医長）

【採用】（5月1日付）
公立香住総合病院内科副医長　吉松　茂
（6月1日付）
公立香住総合病院小児科医師　大塚拓治

夏
休
み
期
間
中
、
仕
事
な
ど
で
昼

間
家
庭
に
保
護
者
の
い
な
い
幼
稚
園

児
と
小
学
校
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
と
し
た
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
香
住
遊
ぷ
る
（
通
称：

遊

ぷ
る
ク
ラ
ブ
）
を
開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
日

7
月
21
日
（
木
）
〜
8
月
31
日
（
水
）

※
土
日
、
祝
祭
日
、
お
盆
期
間
は
休

み
ま
す

◆
開
設
時
間
　

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

◆
開
設
場
所

香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
　
多
目
的
室

◆
定
員
　
30
人

◆
利
用
料

・
1
回
の
利
用
に
つ
き
1
人
6
0
0

円
（
お
や
つ
代
含
む
）

・
傷
害
保
険
料：

月
額
1
5
0
円

◆
申
し
込
み
方
法

用
紙
は
役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

と
各
地
域
局
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
6
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
役
場
健

康
福
祉
部
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

香美町内の独身男性と、但馬・都市部
などの女性との交流を深めることを目的
とした“第3回青年交流会in香住”を香
美町香住区内で開催します。
だれでもすぐに楽しめて、熱くなれる

ニュースポーツ「キンボール」で汗を流
した後は、日本海にゆっくりと沈む夕日
を眺めながら「海の幸いっぱいのバーベ
キュー」を楽しむ交流会で、良きパート
ナー探しをしてみませんか。
ぜひご参加ください。
●と　き　8月20日（土）、21日（日）

1泊2日
●ところ
ファミリーイン今子浦（香住区境）ほか
●募集人数　各20名《先着順》
男性、女性とも概ね25歳以上の方
●参加費用（宿泊費・食事代含む）
男性8,000円　女性6,000円
●問い合わせ（申し込み）先
青年交流会in香住実行委員会事務局
（役場総務部企画課内）

�0796・36・1111

夏
休
み
期
間
中
『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
香
住
遊
ぷ
る
』
開
設

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
香
住
遊
ぷ

る
で
は
、
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち

の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
、
15
ペ
ー
ジ
の
け
い
じ

ば
ん
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

g ŒØn[g L b‘ !!
‘L o ve Sea Saw ‘

3 æ´N ‹ in Z

7
月
3
日
（
日
）
は
、
兵
庫
県

知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切

な
選
挙
で
す
。

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま

し
ょ
う
!!

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
投

票
に
い
け
な
い
人
は
、
6
月
17
日

（
金
）
〜
7
月
2
日
（
土
）
の
間

に
期
日
前
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
部
総
務
課
内
）

�
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

兵
庫
県
知
事
選
挙
　
投
票
日
は
7
月
3
日

〜
期
日
前
投
票
は
6
月
17
日
（
金
）
〜
7
月
2
日
（
土
）
〜
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Town News
まちの話題

5
月
29
日
、
新
緑
が
映
え
る
青
空
の
下
、
村

岡
区
柤
大
池
公
園
で
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典

2
0
0
5
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
き
こ
え
る
よ
　
耳
を
す
ま
せ
ば

森
の
声
」。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
10
月
に
三
田

市
で
行
わ
れ
る
第
29
回
全
国
育
樹
祭
の
記
念

行
事
で
あ
り
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
森
を
守
り
育
て
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

約
7
、
0
0
0
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
会
場
で
は
、
区
の
長
楽
太
鼓
の
演
奏
や
区

の
舞
、
千
本
つ
き
、
宝
塚
音
楽
学
校
の
生
徒

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

の
こ
ぎ
り
を
使
い
丸
太
を
切
る
速
さ
を
競
う

「
そ
ま
び
と
競
技
大
会
」
や
「
梅
干
し
の
種
飛

ば
し
大
会
」
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

み
ど
り
は
み
ん
な
の
宝
物

ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
2
0
0
5

円
山
應
舉
一
門
の
作
品
が
数
多

く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
香
住
区
森
の

大
乗
寺
（
長
谷
部
真
道
住
職
）

に
、
こ
の
た
び
円
山
派
8
代
目

の
画
家
・
円
山
慶
祥
さ
ん
か
ら

應
舉
直
筆
の
衣
装
画
が
寄
進
さ
れ

ま
し
た
。

寄
進
さ
れ
た
の
は
、
應
舉
と
そ

の
一
門
が
越
後
屋
（
現
三
越
）
の

依
頼
で
製
作
し
た
27
点
の
衣
装
画

の
内
の
一
つ
「
波
涛
に
飛
鶴
」。

27
点
の
う
ち
す
で
に
19
点
に
つ
い

て
は
、
慶
祥
さ
ん
の
母
、
大
村

サ
ト
さ
ん
（
故
人
）
が
平
成
8 今回寄進された衣装画「波涛に飛鶴」

円
山
應
舉
直
筆
の
衣
装
画

京
都
の
女
性
が

大
乗
寺
へ
寄
進

緑の少年団の子どもたちと記念植樹

式
典
で
は
、
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
が
「
県

民
の
皆
様
方
と
一
緒
に
兵
庫
の
山
を
守
り
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
兵
庫
の
森
を

す
ば
ら
し
い
森
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
下
23
市
町
か
ら
56
団
体
4
6
4

人
の
緑
の
少
年
団
が
集
結
。
団
員
を
代
表
し

山
根
衛
君
（
長
井
小
学
校
）、
上
田
雅
尚
君

（
村
岡
小
学
校
）、
白
岩
真
希
さ
ん
（
兎
塚
小

学
校
）、
伊
井
雷
太
君
（
射
添
小
学
校
）
大
城

葵
さ
ん
（
小
代
小
学
校
）
が
「
人
間
と
環
境

に
つ
い
て
学
習
を
深
め
、
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
や
、
責
任
あ
る
行
動
を
約
束
し
ま
す
」
と

力
強
く
“
緑
の
誓
い
”
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
、
柤
大
池
の
ほ
と
り
で
井
戸
敏
三

兵
庫
県
知
事
と
藤
原
久
嗣
町
長
が
緑
の
少
年

団
員
4
人
と
一
緒
に
2
本
の
エ
ノ
キ
を
植
樹
。

森
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
森
を
守

り
育
て
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ステージではさまざまな団体の出し物が見ら
れました（写真は川会芸能保存会の長楽太鼓）

額に汗して丸太を切るそまびと競技大会
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5
月
22
日
、
町
内
で
「
香
美
町
い
い
と
こ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
」

と
銘
打
た
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
3
区
の
う
ち
、
自
分
の
住
む
区
以
外

の
2
区
の
名
所
や
施
設
を
バ
ス
で
巡
っ
て
、
新
し
く
誕
生
し
た
香

美
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
町
民

の
一
体
感
を
図
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ツ
ア
ー
に
は
各
区
か
ら
56
人
の
町
民
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

山
と
川
と
海
、
地
域
性
が
異
な
る
ほ
か
の
地
域

の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
よ
そ
の
地
区
に
も
魅
力
的
な
場
所
が
あ
る
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
」「
何
十
年
ぶ
り
か
で
訪
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
」「
香

美
町
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
と
勉
強
に
な
る
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
発
見
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

町
で
は
今
後
も
年
数
回
程
度
、
季
節
に
応
じ
た

ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

香
美
の
い
い
と
こ
見
〜
つ
け
た

香
美
町
い
い
と
こ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー

小代区の全国しゃくなげ公園を散策する
香住区からの参加者

香住区今子浦の千畳敷から海辺を観察する
村岡区からの参加者

村岡区の但馬大佛に関する説明を聞く
小代区からの参加者

小
代
子
育
て
・
子
育
ち
支
援

セ
ン
タ
ー
の
「
ふ
れ
あ
い
の
う

え
ん
畑
の
会
」（
藤
澤
満
彦
会

長
、
会
員
数
大
人
27
人
、
子
ど

も
30
人
）
の
活
動
が
、
5
月
22

日
に
実
施
さ
れ
、
小
代
区
内
の

ふ
れ
あ
い
農
園
で
さ
つ
ま
い
も

の
つ
る
さ
し
と
田
植
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

畑
の
会
は
、
土
に
親
し
む
活

動
を
通
し
て
作
物
の
で
き
る
過

程
を
学
び
、
食
に
対
す
る
関
心

を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
世
代
を
越
え
た
交
流

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。当

日
は
、
会
員
18
人
が
参
加

し
、
藤
澤
会
長
か
ら
つ
る
の
さ

し
方
や
苗
の
植
え
方
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
親
子
や

会
員
同
士
で
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

初
め
て
活
動
に
参
加
す
る
児

大
き
な
お
い
も
作
ろ
う
ね

ふ
れ
あ
い
農
園
で

つ
る
さ
し
と
田
植
え

年
に
同
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
て

今
回
の
衣
装
画
が
20
点
目
の
寄

進
に
な
り
ま
す
。

寄
進
に
つ
い
て
長
谷
部
住
職

は
「
広
く
一
般
の
方
に
公
開
し

て
ほ
し
い
と
い
う
慶
祥
さ
ん
の

思
い
に
応
え
て
い
き
た
い
。
2

年
後
に
神
奈
川
県
で
公
開
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
香

美
町
の
方
に
は
、
そ
れ
ま
で
に

機
会
が
あ
れ
ば
公
開
す
る
場
を

設
け
る
こ
と
も
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

田植えを楽しむ子どもたち

童
は
、「
手
が
真
っ
黒
に
な
っ

た
よ
！
」
と
驚
き
な
が
ら
、
土

や
ど
ろ
の
感
触
を
体
験
し
、
畑

の
会
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111
〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053
〃　　　村岡地域局　　　　94・0321
〃　　　小代地域局　　　　97・3111
香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764
〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166
公立村岡病院　　　　　　　　94・0111
香住地域福祉センター　　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

但馬ディーゼル�
〃

香住食研�
日本交通�
矢田川開発�
住友生命保険相互会社
�香住自動車教習所
ウエイクリップス
難波石材店
�TES

小林水産運輸�
BAR凸凹
�小谷工務店
清水工業�
〃
〃

�警備ひゃく
�蔵平水産
ヤマニ水産
�さだ助
美岡工業�

ヨシオカテクノ�
エイワ電器�
ビック�村岡工場
村瀬医院
村岡日石�
�西村工務店
�谷川工務店

〃
�田野工務店

機械整備工員（見習可）
一般事務
食品製造

タクシー乗務員
公衆浴場業務
営業

教習指導員
販売

石材加工、製造
警備員

長距離運転手
店長候補

土木施工管理技士（1級）
土木現場監督
配管工

電気工事施工管理技士
交通警備員
製造包装員
事務員
接客

旋盤オペレーター
旋盤オペレーター
マシンキーパー
裁断・縫製・検査・仕上げ
薬剤師

ガソリンスタンド販売員
建築施工管理技士
土木技術者・作業員（見習可）
建築大工（見習可）
建築大工

30以下

不問

不問

不問

不問

不問

35以下

20～30

50以下

不問

35以下

35以下

不問

不問

不問

不問

20～55

18～50

不問

20～35

55以下

55以下

40以下

不問

50以下

不問

25～40

不問

不問

不問

1
1
3
2
1
5
1
2
1
20
1
1
1
1
1
1
3
2
1
2
5
2
3
3
1
1
1
2
2
1

事業所名 職　　種 年齢 人数

香住食研�
�ライフアート
焼鳥大吉
ゴダイ�

ウエイクリップス
難波石材店
ライムライト
BAR凸凹
�蔵平水産
�トヨダ

香美町社会福祉協議会
〃

▼パート

求人情報
（平成17年5月19日現在・順不同）

食品製造
検品・仕上
調理補助、接客

販売
販売

石材据付補助
接客係

調理スタッフ
製造包装員
販売

訪問介護員
〃

不問

55以下

不問

35以下

20～30

不問

20～35

35以下

20～50

20～58

不問

不問

5
1
1
3
2
3
2
1
2
2
2
2

ハローワーク香住（職業安定所）
�0796・36・0137

お詫びと訂正：
広報「ふるさと香美」第2号（平成17年5月号）の記事の中に、以下のとおり誤りがありました。
・7ページの表中、香住町町章選定委員会とあるのは、「香美町町章選定委員会」の誤りです。
・12ページ「香美町『初』のお二人です」で、今後さんの誕生日を4月16日としているのは「4月26日」の誤りです。
・14ページ中、小代給食センター所長、毛戸和弘とあるのは、「毛戸和宏」の誤りです。
以上の3点につきまして、お詫びして訂正いたします。

旧町の記録をお手元に…【書籍のご案内】
◆香住町合併50周年記念誌「躍進の50年」
＜平成17年発行＞　1冊…1,000円
◆広報かすみ縮刷版（第3巻）
＜平成7年発行＞　　1冊…2,000円
◆広報かすみ縮刷版（第4巻）
＜平成17年発行＞　1冊…2,000円

購入希望の方は、役場総務部企画課（�0796・
36・1111）まで

◆広報むらおかの窓縮刷版（第2巻）
＜平成2年発行＞　　1冊…2,400円
◆広報むらおかの窓縮刷版（第3巻）
＜平成16年発行＞　1冊…2,800円
◆広報むらおかの窓縮刷版（第4巻）
＜平成17年発行＞　1冊…2,800円

購入希望の方は、村岡地域局地域振興課（�0796・94・0321）まで

�基本料金　2割引き
�ETC通勤時間帯割引（山陽道との
乗継利用の場合は適用外）
・基本料金からさらに2割引き
・割引時間帯…平日の午前7時～9
時、午後5時～7時（料金精算時間）
・対象車…ETCカードで料金精算す
る軽自動車、普通車
�回数券の扱い
・6月30日で販売停止
・手持ち回数券は引き続き利用可能
・払い戻しは、兵庫県道路公社、播
但連絡道路管理事務所、花田・船
津・和田山料金事務所で、平成18
年6月30日まで行います
�問い合わせ先
播但連絡道路管理事務所

�0790・22・4900

開催
�助成金額
上限20万円（１団体あたり）
�申請方法
役場総務部企画課にある助成金交
付申請書に必要事項を記入し、必要
書類を添えて、6月17日（金）まで
に（財）但馬ふるさとづくり協会に
提出してください。
�問い合わせ先
（財）但馬ふるさとづくり協会

�0796・24・2247

◆播但連絡道路料金引き下げ（試行）◆
播但連絡道路では、利用促進と国
道312号渋滞緩和のため、試験的
に通行料金を引き下げます。
�割引期間　7月1日から1年間
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◆町臨時職員◆
�募集人数　2人
�勤務期間
7月19日（火）～9月1日（木）
※土・日・祝祭日、お盆期間は休み
�勤務時間
午前7時45分～午後6時15分の

うち8時間以内
�勤務場所
放課後児童クラブ香住遊ぷる
（香住地域福祉センター内）
�賃金
町の定める額（通勤手当別途支給）
�採用資格
子どもをとても好きな人
�応募方法
市販の履歴書（写真貼付）を役場健
康福祉部福祉課へ提出してください
�応募締切 6月28日（火）
�問い合わせ先
役場健康福祉部福祉課

�0796・36・1111

◆町営住宅入居者◆
�募集戸数・規格
森住宅（香住区）…1戸（2ＬＤＫ）
福岡住宅（村岡区）…1戸（3ＤＫ）
�家賃（所得などから算出）
森住宅…21,700円～63,100円
福岡住宅…11,100円～27,200円
�敷金　家賃の3カ月分
（共益費・浄化槽代は別途徴収）
�入居時期　7月上旬
�入居条件
次の全ての要件に該当する人
・現に住宅に困窮している人
・入居基準所得を超えない人（基準
所得は世帯構成により異なります）
・町税に滞納がない人
�そのほか
・重複申し込みは不可
・そのほかの条件は申し込み時に説明
�申込期限　6月24日（金）
（申し込み多数の場合は抽選）
�問い合わせ（申し込み）先

�問い合わせ先
兵庫県広聴課

�078・362・3021

◆国道178号余部道路平成15年度
事業監視調査結果報告書の縦覧◆
�縦覧内容　事後監視調査結果報告
事業名「一般国道178号余部道路」
事業者「兵庫県知事　井戸敏三」
�縦覧場所
浜坂土木事務所工事業務課
役場建設部建設課
�縦覧期間　7月1日（金）～29日
（金）の午前9時～午後5時まで（土、
日、祝日を除く）
�問い合わせ先
浜坂土木事務所余部道路担当

�0796・82・3141
役場建設部建設課

�0796・39・2058

◆地域づくり活動団体に助成金◆
（財）但馬ふるさとづくり協会で

は、地域づくりを自主的・主体的に
行っている団体に対して、活動経費
の一部を助成しています。
�対象団体
①但馬地域内で広域的に地域づくり
活動を行っている団体
②10人以上の会員がいる団体
③県や町、ほかの類似団体などから　
助成を受けていない団体
�助成対象活動内容
①歴史、文化、風土などを活かした
地域文化・景観づくり
②生涯教育、ボランティア、まちづ
くりリーダーなどの人材育成
③都市と農山村との地域間交流、ふ
れあい交流イベント
④自然環境の保全活動
⑤産業、福祉、環境問題などの調査
研究活動
⑥芸術、文化行事などの自主企画、

役場建設部建設課
�0796･39・2058

◆いきいき元気アップ教室参加者◆
「立つ・座る」「歩く」のに関わ

りの深い筋肉を鍛えて日常生活を快
適に過ごすトレーニング教室の参加
者を募集します。
�と　き　9月13日（火）～12月
13日（火）の毎週火・金曜日
�ところ　香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
�対象者　香住区在住の65歳以上
の人で、�要介護認定で自立、要支
援、要介護1・2と判定された人�
足腰が弱り、生活がしにくくなって
きた人
�募集人数　12人程度
�参加費　1,500円（保険加入代）
�応募締切　6月30日（木）
�問い合わせ（応募）先
香住在宅介護支援センター

�0796・39・2727

◆県民モニター◆
兵庫県では、施策や事業の立案な
どについて、インターネットでご意
見をいただける人を募集します。
�応募資格
・18歳以上で、県内に在住・在
勤・在学の人＜常勤の兵庫県職員
（教員・警察官含む）、県議会議員は
応募できません＞
・パソコンでインターネット、電子
メールを使用することができる人
�活動内容
年4回程度、インターネットで身
近な県政課題などに関するアンケー
ト調査に回答（謝礼はありません）
�応募方法
県 民 モ ニ タ ー 募 集 ペ ー ジ

（http://web.pref.hyogo.jp/kouho
u/kouchou/monitor.htm）で申
し込んでください
�登録期間
・登録日から平成18年3月31日
・次年度の更新が可能（今年度最終
アンケート調査で意向確認します）

けいじばん
募　　集

開　　催

そのほか
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小代
おじろ

神社
じんじゃ

（大菩薩
だいぼさつ

神社
じんじゃ

）

〒
669 -6592

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
1595の

3
tel 

0796
・
36
・
1111

fax
0796

・
36
・
3
8
0
9

電子メール
in
fo
@
to
w
n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp

ホームページ　　h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
3
号
）
平
成
1
7
年
6
月
9
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

小代神社は小代区秋岡の山中にあ
り、境内に数々の国指定母樹を有す
る神社で、スギ、ヒノキ、ケヤキ、
トチなどの巨木群に囲まれたこの神
社は、モリアオガエルの生息地とし
ても知られ、燈明杉や夫婦スギと称
される小代スギと、境内の指定母樹
林一帯は町の指定文化財となってい
ます。また、小代スギとハリギリの
巨木は県の郷土記念物にも指定され
ています。
小代神社は天照皇太神と豊受大神

を祭神としていて、畜産守護の神と
して、また縁結びの神、安産の神と
して多数の青年男女が参詣していた
と伝えられています。神社の祭日は、
毎年5月3日で、大小みこしの奉納、
氏子による餅まきなど多彩な行事が
行われ、多くの参拝者でにぎわいま
す。
移りゆく四季を長い歳月見つめ続

けてきた巨木群。神社境内にある池
にはその雄大な姿が映し出され、訪
れた人たちを優しく迎えてくれます。

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成17年5月1日現在）

合　計　22,717人（－84）
男　　10,837人（－45）
女　　11,880人（－39）
世帯数 6,967世帯（＋ 6）

カッコ内は前月比

合
併
し
て
町
の
面
積
が
広
く
な
れ
ば
、
私
の

よ
う
な
広
報
担
当
者
は
当
然
、
取
材
な
ど
で
出

か
け
る
範
囲
が
広
く
な
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
は
、
取
材
の
件
数
や
内
容
を
絞

り
込
ん
だ
り
、
地
域
局
の
職
員
と
連
携
を
図
る

こ
と
で
、
効
率
良
く
町
内
を
回
れ
る
よ
う
に
予

定
を
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し

た
だ
け
で
も
「
や
っ
ぱ
り
時
間
が
か
か
る
な
ぁ
」

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

先
日
も
今
回
の
表
紙
写
真
の
撮
影
に
小
代
小

学
校
へ
お
邪
魔
し
た
あ
と
、
別
の
用
事
が
あ
っ

た
の
で
ま
っ
す
ぐ
本
庁
へ
帰
ら
ず
、
村
岡
地
域

局
へ
行
き
ま
し
た
。
小
代
で
も
村
岡
で
も
滞
在

時
間
は
そ
ん
な
に
長
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

香
住
区
〜
小
代
区
〜
村
岡
区
と
車
で
ま
わ
る
だ

け
で
も
、
半
日
か
か
り
ま
し
た
。

た
だ
、
い
い
と
こ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加

さ
れ
た
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
へ
ぇ
ー
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
」
と
思
う
こ
と
が
道

中
た
く
さ
ん
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

皆
さ
ん
も
ほ
か
の
区
に
出
か
け
ら
れ
た
と
き
、

お
時
間
に
余
裕
が
あ
る
な
ら
ち
ょ
っ
と
寄
り
道

さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

で
も
、
仕
事
に
支
障
を
来
さ
な
い
範
囲
で
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

（
タ
ク
）

【写真左】新緑の木々に囲
まれた小代神社
【写真下】夫婦スギとも呼
ばれるスギ

●小代地域局

●小代神社


